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腰をひねる動作は腰痛の原因になるようです。テニスをしていた若い頃、ぎっくり腰で寝込んだことがあり
ました。以来、用心してきたつもりですが、2 月のある日に左下肢痛で歩けなくなってしまいました。臨時
休診で皆様にご迷惑をおかけしてしまい、大変申し訳なく思っています。腰椎の画像診断のため、はじめて
MRI を経験しました。円筒形の狭い場所に入るのにも不安を感じましたが、撮影開始と同時にはじまった工
事現場にいるような騒音にびっくりしました。。ヘッドホンからの音楽もかき消されてしまう大音量の中で約
30 分間身じろぎもできずにいることは修行のように感じました。今後、皆様に MRI 検査をお勧めする時
は、撮影時の大音量と所用時間をしっかりとお伝えしておくべきだと肝に銘じました。また、閉所恐怖症の
方には無理だと思います。撮った画像を見せていただきましたが、解剖の教科書にある図譜のように詳細で
した。診断は「腰部椎間板外側ヘルニア＋年齢相応の脊柱管狭窄」、お蔭さまで回復中です。

[最近目立つ病気]
新型コロナウィルス感染症の第 8

波が終息し、A 型インフルエンザの
ピークも過ぎて感染症は落ち着いて
きた感じです。しかし、胃腸炎はま
だ流行しており、アデノウィルス感
染症や溶連菌感染症も時折りみかけ
ます。RS ウィルス感染症やヒトメタ
ニューモウィルス感染症はほとんど
見られなくなりました。

石川県や北陸３県では 3 年ぶりに
インフルエンザの大流行がみられま
した。ほとんどが A 香港型亜型です。
今後、B 型の動向が気になります。

感染症ではありませんが、花粉症
の人が目立ちます。環境省が過去 10
年間で最も多い飛散量になると予測
したとおり、今年はひどい人が多い
ようです。はじめて花粉症になった
方もみられます。スギ花粉の次はヒ
ノキ、そしてカモガヤと続きます。
アレルギーのある人にとっては辛い
季節です。
[花粉症など]

アレルギー性鼻炎の中で季節性に
起こるものを花粉症と呼んでいます。
原因となる花粉の飛ぶ季節にだけ症
状があります。日本では、約 60 種類
の植物が花粉症を引き起こすと報告
されています。主なアレルゲンは、
スギ、ヒノキ、カモガヤ、オオアワ
ガエリ、ブタクサ、シラカンバなど
です。最近の調査では、日本人の約 4
割がスギ花粉症だそうです。症状は
鼻の三大症状（くしゃみ、鼻水、鼻
づまり）だけでなく、目の症状（か
ゆみ、涙、充血など）を伴う場合が
多く、その他にのどのかゆみ、皮膚
のかゆみ、下痢、熱っぽい感じなど
の症状が現れることがあります。

さらに、シラカンバ、ハンノキ、
イネ科花粉症などの人が、ある果物
や野菜を食べると、口の中がかゆく
なり、腫れたりする「口腔アレルギ
ー症候群」（OAS）という症状もあり
ます。花粉症の方には花粉のアレル
ゲンに対する IgE 抗体があります。
生野菜や果物のアレルゲンは花粉の
アレルゲンと構造が似ているので、
IgE 抗体が構造の似たアレルゲンと
反応し、口腔内でアレルギーが起き
ることがあります。この交差反応に
より、花粉症の方が生野菜や果物を
食べたときに起こる症状を一括して
口腔アレルギー症候群と言います。

野菜や果物が口腔粘膜に接触すると、
その直後から数分以内に口腔、咽頭、
口唇粘膜の刺激感、かゆみなどが誘
発されます。多くの症状は口腔内に
とどまり自然に消退しますが、時に
消化器症状が誘発されたり、大豆(特
に豆乳)やセロリ、スパイスではアナ
フィラキシーショックなど重篤な全
身症状を呈することがあり注意が必
要です。

[ＨＰＶワクチン]
令和 4 年度から HPV ワクチン（子

宮頸がん予防ワクチン）の定期接種
は、国による積極的勧奨の対象とな
りました。令和 5 年度 4 月からシル
ガード 9 が定期接種として採用され
ます。

これまでのサーバリックスおよび
ガーダシルは、子宮頸がんをおこし
やすい種類（型）である HPV16 型と
18 型の感染を防ぐことができます。
そのことにより、子宮頸がんの原因
の 50 ～ 70 ％を防ぎます。新しく採
用されたシルガード 9 は、 HPV16
型と 18 型に加え、ほかの 5 種類の
HPV の感染も防ぐため、子宮頸がん
の原因の 80 ～ 90 ％を防ぎます。

効果について具体的には、海外や
日本で行われた疫学調査によると、
HPV ワクチンを導入することによ
り、子宮頸がんの前がん病変を予防
する効果が示されています。また、
接種が進んでいる一部の国では、子
宮頸がんそのものを予防する効果が
あることも分かってきています。HPV
ワクチンの接種を 1 万人が受けると、
受けなければ子宮頸がんになってい
た約 70 人が、がんにならなくてすみ、
約 20 人の命が助かる、と試算されて
います。

これに対してワクチン接種による
リスクは、因果関係があるかどうか
わからないものや、接種後短期間で
回復した症状をふくめて、HPV ワク
チン接種後に生じた症状として報告
があったのは、接種 1 万人あたり、
サーバリックスまたはガーダシルで
は約 9 人、シルガード 9 では約 8 人
です。このうち、報告した医師や企

業が重篤と判断した人は、接種 1 万
人あたり、サーバリックスまたはガ
ーダシルでは約 5 人、シルガード 9
では約 7 人です。接種するかどうか
迷うことが多いと思いますが、遠慮
なくかかりつけ医にお尋ねください。
[4 種混合ワクチン等の接種が生後 2
か月から可能]

令和 4 年末の厚生労働省からの通
達により４種混合ワクチン、３種混
合ワクチンの接種対象年齢を生後３
月以上から生後２月以上に拡大する
ことになりました。また、これに伴
い、不活化ポリオワクチンについて
も、同様の措置がとられ令和 5 年 4
月から適用されます。

☆西念の駅西福祉健康センター内の
金沢広域急病センター（℡:222-0099）
では午後 7 時 30 分から 11 時まで小
児科と内科の診療を年中無休で行っ
ています。加畑の担当は 6/1 と 8/3 の
予定です。なお 5/5 は当番医です。
☆金沢市では乳幼児の任意接種のワ
クチンについての助成金制度を行っ
ています。詳細は受付でお尋ね下さ
い。
☆当院の Hp（https://kabata-cl.jp） か
ら順番待ちシステムにアクセスでき
ます。ネットで順番予約ができます
ので、ご利用ください。
☆令和 5 年 3 月 2 日からユビー（株）
の AI 問診と連携しています。待ち
時間の間に是非ご利用ください。
☆世界の宝「憲法 9 条」を次の世代
に贈りましょう。


